
　　　　　　　　電波障害チェックシート　　　　　　　　
　JARL事務局業務課では，電波障害に関する相談を受け付けています。電波障害でお困りの方は障害解決に適切な対策をおこなえるようにするため，次のチェックシートを参考に障害の調査をおこなったうえでご連絡ください。 
１．障害の発生場所
□自宅　　　　　　　　　　□近隣宅（自宅から約　　　　　　　　　ｍ）

２．障害が発生したときのアマチュア局の運用周波数帯
□HF帯

（　　　　　　　　　　　　　　　MHz）
(　　　　　　　　Ｗ)
□VHF帯
（　　　　　　　　　　　　　　　MHz）
(　　　　　　　　Ｗ)
□UHF帯
（　　　　　　　　　　　　　　　MHz）
(　　　　　　　　Ｗ)

３．障害が発生した電子機器
●テレビ


□地上デジタル放送
□ケーブルテレビ
□衛星放送
●オーディオ機器

□AM放送
□FM放送
□オーディオ機器全般
●ビデオ／デジタルレコーダー等

□再生時

□録音時 

●その他の電子機器
□電話機／FAX 
□インターホン 
□電子楽器／パソコン



□その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．障害の状況
(1)テレビ／ビデオ／デジタルレコーダー等の場合
□画像に障害（□全チャンネル　　□特定チャンネル：　　　　　　　　ch）
□音声が混入（□音量がボリュームに関係なし　□音量がボリュームで変化） 

(2)ラジオ／オーディオ機器の場合
（□音量がボリュームに関係なし　□音量がボリュームで変化） 

(3)電話機の場合

（□コードレス電話で子機にも障害がある）
(4)その他の電子機器
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．対策の有無
(1)送信機側の対策

□ローパスフィルターを使用
□バンドパスフィルターを使用 




□電源フィルターを使用




□送信電力を（　　　　　Ｗ）まで低減したら、電波障害が消えた
(2)障害機器側の対策
□ハイパスフィルターを使用
□トラップフィルターを使用 




□電源フィルターを使用 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　障害の解消のために，調査は障害を受けている近隣家庭の方に丁寧に理由を説明した上で十分に相談し，協力しておこないましょう。


